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1. はじめに 

 AI が様々な分野での技術進歩に必要不可欠

であるにも関わらず，AI の業務を遂行する AI

人材が不足している現状がある[1]．そこで，AI

分野の１つである機械学習に関する Workshop 

(WS)を開催し，次世代の AI 人材となり得る若

手の興味関心を醸成するきっかけづくりを目

指す． 

2. WS デザインの方針 

 初学者でも機械学習についての基礎が理解

でき，興味を持ってもらうことを目的とする．

テーマとして，機械学習に用いる数式モデルで

ある Neural Network (NN)の構造が単純であり，

機械学習を理解しやすいと考えられる手書き

数字の画像認識を選択した． 

Table 1 Timetable of the designed workshop

 

 WS は，効率的な教材作りをするための教授

設計理論の 1 つであるガニエの九教授事象に

基づいてデザインした (Table 1)．ガニエの九教

授事象は，①学習者の興味を獲得する，②授業

の目標を知らせる，③前提条件を思い出させる，

④新しい事項を提示する，⑤学習の指針を与え

る，⑥練習の機会を作る，⑦フィードバックを

与える，⑧学習の成果を評価する，⑨保持と移

転を高める，の 9 つに分けられる[2]． 

3. WS で用いる機械学習ツール 

 機械学習には，主に Python，C++，Java，Go

などのプログラミング言語が用いられている．

しかし，本 WS では，プログラミングスキルを

持たない初学者でも参加できることに焦点を

当てる．そこで，ソニーが提供する機械学習ツ

ール Neural Network Console (NNC)を用いる．

NNC は，数式やプログラミングなしで直感的

に操作できるため，短時間で機械学習の本質を

掴むのに最適であると考えられる． 

4. WS の効果測定に向けて 

デザインした WS の実践として，長野高専の

参加希望者約 20 名を対象に，3 時間程度の WS

を予定している．WS の事前・事後に，参加者

に対して機械学習の学習到達度確認テストお

よび興味関心アンケートを実施し，WS の目的

達成度を検討する．結果は当日報告する． 
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